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1 はじめに 

本年度より数学部会コンピュータ研究委員会へのお誘

いを受けた。私自身、高校教師になって６年目を終えたと

ころであるが、以前は東京にある日本電気株式会社に勤務

し、海外モバイルワイヤレスシステム事業部やモバイルビ

ジネス開発本部などで海外モバイルオペレーターを顧客

としたシステムエンジニアとして働いていた。その経験を

買われて、本委員会にお誘いを受けたのではないかと感じ

ている。しかしながら、１年目こそコンピュータを導入し

た授業をたくさん試みていたが、現在は、年に１、２回程

度しか導入していない。特に、本年度は進路課長を仰せつ

かって、自転車操業の日々が続き、授業で新しいことに挑

戦できていないことを猛省している。 

 今回紹介する内容は、数年前から行っている授業内容で

ある。「コンピュータ研究」と言うほどの内容ではないこ

とをあらかじめ御承知おき願いたい。 

 

２ 内容 

数学の授業において、「ハノイの塔」が教材として用い

られる機会は多いと思われる。私自身も、数学Ｂの中にあ

る数列の『漸化式』における導入として頻繁に使用してい

る。そこでは、ハノイの塔の説明および最小回数の発見、

さらには漸化式の応用例やクイズまでを、プレゼンテーシ

ョン用ソフトである Microsoft Office PowerPoint を用

い、アニメーションを取り入れながら分かりやすく説明し

ている。PowerPoint は私が大学４回生の頃、すなわち13

、14年くらい前から使い始めた。当時はOHPシートの代わ

り程度の機能しかなかったが、御存知のとおり現在は多種

の有用な機能を付加したすぐれたソフトとなっている。 

今回の内容は、通常の授業向けだけでなく、夏休み中に

実施される中学生向け体験授業用に改良したり、さらには

昨年度来校した中国杭州からの修学旅行団との交流授業

向けにも改良したりしている。 

以下、実際に黒板に映し出したスライド（一部）を使い

ながら授業の流れを説明する。 

(1) 導入 

図１を黒板に映し出し、本時の授業の流れを紹介する。 

図１ 本日のテーマ 

 

(2) ゲームの説明 

 図２から図４を順番に映し出し、今回のゲームについて

詳しく説明する。特に、ハノイの塔の初心者に対しては、

ルールをしっかり理解させるよう説明する。  

図２ ゲーム説明 

 

図３ 指令内容

 



図４ ルール説明 

 

 

(3) ゲーム 

図５のような７段までのハノイの塔の模型を生徒に配

布し、３枚から順に最小回数を求めさせる。模型の数が限

られているため、人数が多いクラスについては、２人～４

人組で作業をさせる。 

図５ ハノイの塔の模型 

 

 

(4)  解答と考察 

生徒が作業をしている間に、図６を黒板に映し出してお

いて、答えを発見できた者（あるいはグループ）に、順次

答えを板書させていく。 

図６ 最小回数の発見 

 

一定の時間がきたら作業する手を止めさせ、全員で答え

を確認していく。そして、作業しながら思いついた法則を

答えさせ、図７～図９のようにチョークで書き込みながら

説明を加える。さらに、  枚の場合ならどういう結果とな

るかまで考察させていく。 

図７ 最小回数の記入 

 

図８ 法則の発見（１） 

 

図９ 法則の発見（２） 

 

  

(5) 漸化式の導入 

図10のように黒板を使いながら、最小回数を数列{ }

とした場合に、  という関係がうまれるこ

とを説明する。さらにいくつかの例題を用いて漸化式とは

何かを概説し、次時より漸化式について深く学習していく

ことを付け加えておく。 



図10 漸化式 

 

さらに、漸化式を用いた実用例として、 

   

を紹介する。これを順次求めていくと、 

   

   

    

となり、横軸を 、縦軸を  として、数値を順にプロット

していくと図11のようなグラフになる。これは携帯電話の

秘匿性などの研究分野において利用されている乱雑な（カ

オス的な）数列であることを話す。さらに、携帯電話のネ

ットワーク図や音声通信・パケット通信の仕組みなども説

明することで、数学が世の中の仕組みに使われていること

に興味を抱かせる。 

図11 応用例 

 

 

(6) おまけ 

 枚の最小回数が  となることに絡めて、『指数

』についても触れておく。「ドラえもん」の「バイバイン

」という道具を紹介し、  のグラフを描く。さらに

は  の値を考察するために、図12のクイズをする。ち

なみに、中国修学旅行団向けの授業の際には、図13 のよ

うな改良版を使用した。 

図12 の応用クイズ 

 

図13  の応用クイズ（中国旅行団向け） 

 

 

３ 最後に 

 ５０分の授業では、この内容を全て終えることができな

いクラスもあった。ゲームの時間や考察の時間を短くすれ

ばよいのだが、できる限り生徒たちに作業をさせたいので

、まだまだ授業の組み立てを改良する必要がある。また、

コンピュータを用いた本授業に対する生徒たちの反応は

良いが、ノートに記述させる機会が尐なく、必ずしも次の

授業につながっているとは言えないので、プリントを用い

るなどの工夫が必要である。 

冒頭でも述べたように、最近はコンピュータを用いて分

かりやすい授業を行うことができていない。来年度は研究

をすすめ、分かりやすい授業を突き詰めていきたいと思 

う。 

 

 

 

 


